
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．３ 

令和 ７年 ６月 

文責 大星 篤志 

中島 敦夫 

河内小学校だより 
学校教育目標 

 「夢と志」をもち未来に向かって果敢に挑戦する児童の育成 
 ～自分のよさをいかし、次世代を担う社会人の育成～ 

       和気・本気・根気・元気 

【校章デザイン】 

 雨のため１日順延となりましたが５月２５日（日）午前に、河内小学校運動会を開催しました。 

 １年生の３名は、手を大きく振って笑顔で入場行進をしました。今年の運動会のテーマは、

【必笑～一致団結・全力勝負～】。児童が思いを込めて考え、創り出したものです。 

今年も、河内夢音頭を、いけいけ KOCHIの皆さんにご指導いただき、運動会の最後に踊りま 

した。たくさんの地域の方、保護者の方も踊りに加わっていただき、楽しく踊ることができまし

た。おかげさまでのみのりのある運動会ができました。ありがとうございました。 

               

【保護者の方からのご感想（一部）】 

運動会では、一人一人が練習した成果を出し切り、全力で頑張っている姿を見ることができま

した。今回の運動会のテーマである【必笑】でしたが、運動会終わりには子供たちの笑顔が見れ

ました。楽しく見ることができました。 

運動会ありがとうございました。わが子の成長を感じうれしく思います。音響の音楽もよかっ

たです。ダンスは、保護者も楽しめました。 

 

9月に、河内小と入野小の 5年生児童が、1泊 2日の予定で福

山少年自然の家で宿泊学習を行います。その学習に先立ち、５月

３０日（金）本校と入野小児童が、SAF（サーフ）人間関係トレ

ーニングを行いました。人への信頼や協力する心を育むことを目

的とした学習プログラムです。自然の家の担当者の方から、安心

安全、一生懸命、フェアの 3つの観点を説明していただき、両校

の垣根を取り除いて学習しました。9月の学習が楽しみです。 

「必笑 ～一致団結・全力勝負～」 

 

SAF（サーフ）体験学習 in入野

小台湾の高校生との交流 

低学年：玉入れとダンス 高学年；棒運び的運動 全校ダンス（ライラック） 河内夢音頭 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

  

 

 

                 

  日 曜 内   容 日 曜 内   容 

２ 水 委員会、3年校外学習（宇山地区） ２１ 月 海の日 

３ 木 放課後子ども教室（4～6年） ２２ 火 個人懇談会（希望者） 

４ 金 みんみんゼミ ２３ 水 学習教室①・水泳教科練習 

８ 火 読み語り（1～3年） 

スクールカウンセラー（午前） 

6年地域創生プロジェクト（空港） 

２４ 木 学習教室②・水泳強化練習 

 ９ 水 キャリア③ ２５ 金 学習教室③・水泳強化練習 

１０ 木 諸費引落、放課後子供教室（３年） ２８ 月 水泳強化練習 

１５ 火 はじめてビジュツカン（４年） ２９ 火 水泳記録会（選手のみ） 

１７ 木 放課後子ども教室（１・２年） 
・通級指導教室 7/２・９・16 

・書写（４・５・６年）左田先生 7/２・９ 

・朝読書 ７/４・１１ 

１８ 金 前期前半終わりの会 

水辺学習 （水質調査）３・４年生 

松下村塾にて 

６年生修学旅行～秋吉台、萩、浜田～ 

6月 13日（金）と 14日（土）に 6年生は修学旅行に
行きました。秋吉台では悠久の歴史を、萩では、萩焼の製
造過程、松下村塾では、吉田松陰の一生を学びました。 
２日とも雨天ではありましたが、見学地に到着すると、

不思議と雨がやみました。両日ともに思い出に残る大きな
学びとなりました。今後の学習にも活かしていきます。 

6月９日（月）に you愛 Sun河内、沼田川
漁協、市役所生活衛生課、地域の皆さんのご参
加をいただき、沼田川の水生生物について学習
をしました。本校の裏側の入野川と沼田川の合
流地点に、観察場を設けていただき、児童は川
の中へ入って生物探しをしました。捕まえた生
物をバケツの中に入れて、グループ毎に生物の
種類を調べました。 
① 魚は、カワムツ、ヨシノボリ 

絶滅危惧種のアカザが、見られるように

なりました。 
② 昆虫は、ヘビトンボやコオニヤンマ等多

種類がいました。 
沼田川は、ややきれいな水質であることを学

び、この環境を守るためにどのようなことをし
ていけばよいか今後考えていきます。 

 
 


